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現状と問題点
東日本大震災では地震予知や原子力発電所事故の放射能
汚染の避難警報等で、継続的 なリスク監視と情報集約・
意志決定の関係の脆さが露呈し、国家と個人、公助と自
助の バランスのとれた監視と避難の連携の大切さを国民
に印象付ける結果となった。国と住民をつなぐ地域での
共助や、近隣関係で声をかけあい避難を行う近助のよう
な地域防災 の近隣関係が薄れている。リスクに関する情
報を読み取り発信する能力(情報リテラシ ー)が低いこと
も、災害に対するレジリエンス向上の障害となっている。



提言
• 国家レベルの継続的リスク監視と関係機関の迅速な情報共有・意
志決定体制の構築が求められる。 
!

• 子どもから高齢者まで国民一人一人の防災教育を充実し、危機管
理能力を高める必要がある。自治体の地域防災計画は、日常的な
共助の関係を再構築するような地区防災計画を積み上げ、避難訓
練の度に検証、強化を図る必要がある。 
!

• ハザードマップ、リモートセンシング等のデータ・情報を広く住
民に公開し、緊急時には自治体と住民からの情報から迅速な意志
決定が可能となるようなデ ータ・防災情報リテラシーの向上と住
民と行政の連携が求められる。 



分かっているのに何故？






